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・・・・・�20

28
�32

シリーズ笛吹市探訪

集中改革プラン

笛吹市環境ニュース

市営住宅入居者募集

児童館オープン

市民講座受講生募集

図書館インフォメーション

桃の花まつりイベント日程

いよいよ春本番!
（富士見地区のハウス桃園でのお花見）
いよいよ春本番!
（富士見地区のハウス桃園でのお花見）

広報ふえふき 桃・ぶどう�日本一の郷　笛吹市
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ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、ピアノによる美しいアンサンブル

ピアニスト西方さんの演奏

　
３
月
１
日
、
﹁
マ
マ
と
ち
び
っ
こ
仲

良
し
コ
ン
サ
ー
ト
﹂
が
い
ち
の
み
や
桃

の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
子
育
て
支
援
事

業
と
し
て
、
子
ど
も
が
小
さ
く
て
コ
ン

サ
ー
ト
に
行
く
こ
と
が
出
来
な
い
子
育

て
中
の
親
が
子
ど
も
と
楽
し
め
る
よ
う

に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

西
方
早
百
合
さ
ん
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
曲

や
と
な
り
の
ト
ト
ロ
な
ど
を
演
奏
し
、

親
子
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
２
月
26
日
、﹁
ピ
ア
ノ
と
弦
楽
四
重
奏

演
奏
会
﹂
が
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹁
ジ
ュ
ピ
タ
ー
﹂﹁
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
﹂

﹁
な
ご
り
雪
﹂
等
お
馴
染
み
の
曲
が
演

奏
さ
れ
、
会
場
は
美
し
い
音
色
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　
２
月
11
日
の
建
国
記
念
の
日
、

第
１
回
笛
吹
市
民
ウ
ォ
ー
ク
が
森

林
公
園
金
川
の
森
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
各
地
を
歩
き
な
が
ら
、
市

民
の
健
康
増
進
と
環
境
意
識
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
身
近
な
自

然
に
触
れ
な
が
ら
文
化
財
な
ど
を

め
ぐ
り
、
笛
吹
市
の
魅
力
を
再
発

見
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
中
高
年
か
ら

小
学
生
ま
で
の
市
民
１
７
３
人
が

参
加
。
参
加
者
は
３
班
に
分
か
れ

て
、
金
川
の
森
公
園
の
中
の
５
つ

の
森
と
金
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
に
設
け
た
７
・
８
ｋ
ｍ
の
コ
ー

ス
を
体
育
指
導
員
の
誘
導
の
も
と
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
班
に
は
市
文
化
財
担
当
者
が
随
行
し
、
参
加
者
は
公
園
内
に
残
る
カ
ス

ミ
堤
︵
堤
防
︶
や
古
墳
群
の
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
笛
吹
市
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

スタート地点の金川の森公園

講師の話を熱心に聞く受講生

荻野市長、芦原教育長から認定書を受け取る一之宮校長

　
３
月
２
日
、
﹁
環
境
に
や
さ
し
い
学

校
︵
学
校
版
Ｉ
Ｓ
Ｏ
制
度
︶
﹂
と
し
て
春

日
居
小
学
校
が
認
定
校
と
な
り
、
認
定

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
環
境
保
全
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る

小
学
校
を
対
象
に
認
定
す
る
こ
の
制
度

は
、
市
が
独
自
に
設
け
て
い
る
も
の
で
、

認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者

や
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
審
査

委
員
が
同
校
を
訪
問
。
児
童
や
教
員
か

ら
の
聞
き
取
り
調
査
、
環
境
保
護
活
動

の
実
践
状
況
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
認
定

し
ま
し
た
。

　
１
月
26
日
、
学
び
の
杜
み
さ
か
で
﹁
地

震
対
策
講
座
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
に
は
約
60
人
が
参
加
。
東
八
消

防
本
部
よ
り
中
村
副
長
・
池
田
主
査
を

講
師
に
迎
え
、
地
震
の
分
布
・
過
去
の

デ
ー
タ
ー
等
説
明
を
受
け
た
後
、
家
庭

と
地
域
の
両
面
に
お
い
て
地
震
に
対
す

る
備
え
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
山
梨
県
に
お
い
て
は
﹁
い
つ

地
震
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
﹂

状
況
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
昨
今
、

正
し
く
恐
れ
、
正
し
く
備
え
る
こ
と
の

重
要
性
を
、
受
講
生
一
同
再
確
認
し
ま

し
た
。

見事な滑走を見せる参加者

　
２
月
12
日
、
カ
ム
イ
み
さ
か
ス

キ
ー
場
で
第
１
回
笛
吹
市
ス
キ
ー

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

�����������������������������

　
市
内
各
地
か
ら
下
は
小
学
生
か

ら
73
歳
の
高
齢
者
ま
で
約
70
人
が

参
加
し
、
年
齢
性
別
の
８
部
門
に

分
か
れ
大
回
転
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
大
会
を
主
催
し

た
笛
吹
市
ス
キ
ー
連
盟
は
、
昨
年

の
４
月
に
旧
６
町
村
の
体
協
ス
キ

ー
部
が
集
ま
っ
て
発
足
し
た
も
の

で
、
市
内
の
ス
キ
ー
場
を
活
用
し
な
が
ら
、
ス
キ
ー
人
口
を
増
や
そ
う
と
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
︵
敬
称
略
︶

◆�

小
学
生
女
子
の
部
　
　
　
柳
沢
　
瑠
里
　
　
︵
31
秒
01
︶

◆�

〃
︵
同
タ
イ
ム
︶
　
　
　
小
林
　
朱
音
　
　
︵
31
秒
01
︶

◆�

小
学
生
男
子
の
部
　
　
　
馬
場
　
啓
充
　
　
︵
27
秒
66
︶

◆�

中
学
高
校
生
女
子
の
部
　
植
村
　
彩
里
　
　
︵
24
秒
34
︶

◆�

中
学
高
校
生
男
子
の
部
　
中
澤
　
亮
　
　
　
︵
25
秒
27
︶

◆�

成
年
女
子
の
部
　
　
　
　
武
井
　
美
津
江
　
︵
26
秒
15
︶

◆�

成
年
男
子
の
部
　
　
　
　
志
村
　
剛
　
　
　
︵
21
秒
73
︶

◆�

マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
Ａ
部
　
石
原
　
和
幸
　
　
︵
21
秒
94
︶

◆�

マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
Ｂ
部
　
佐
藤
　
英
夫
　
　
︵
24
秒
55
︶
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何
気
な
く
周
り
の
風
景
を
見
回
し
て

み
る
と
、
畑
な
ど
で
石
が
積
ま
れ
て
い

た
り
、
土
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
の
に
気
付
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
実
は
、
古
墳
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ふ
つ
う
古
墳
は
、
甲
府
市
下

曽
根
町
の
銚
子
塚
古
墳
や
八
代
町
の
岡
・

銚
子
塚
古
墳
と
い
っ
た
大
き
な
前
方
後

円
墳
を
想
像
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
高

さ
が
四
、
五
メ
ー
ト
ル
程
し
か
な
い
円

形
の
小
さ
な
古
墳
も
つ
く
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
一
宮
町
の
京
戸
川
・
大
石
川
流
域
か

ら
金
川
流
域
ま
で
の
地
域
で
は
、
そ
ん

な
小
さ
な
古
墳
を
よ
く
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
古
墳
時

代
後
期
︵
約
千
四
百
年
前
︶
の
横
穴
式

古
墳
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
場
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
の
主
な
古
墳
に
は
、
稲
荷

塚
古
墳
、
経
塚
古
墳
、
千
米
寺
・
石
古

墳
群
、
国
分
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。

　
稲
荷
塚
古
墳
は
、
一
宮
町
塩
田
の
金

川
右
岸
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
古
墳
の

上
や
周
り
に
置
か
れ
る
埴
輪
に
は
、
主

に
円
筒
形
を
し
た
円
筒
埴
輪
と
、
人
物

や
動
物
、
家
や
武
器
等
を
模
し
た
形
象

埴
輪
が
あ
り
ま
す
。
山
梨
県
で
は
、
埴

輪
、
特
に
形
象
埴
輪
が
ほ
と
ん
ど
見
つ

か
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
古
墳

で
は
、
朴
訥
と
し
た
表
情
を
し
た
人
物

埴
輪
を
含
む
３
体
分
も
の
形
象
埴
輪
が

発
見
さ
れ
て
い
て
、
非
常
に
貴
重
な
例

で
す
。

　
経
塚
古
墳
は
一
宮
町
国
分
の
金
川
右

岸
︵
金
川
の
森
公
園
内
︶
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
頃
の
古
墳
は
一
般
的
に
は
円
形
を

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
古
墳
は
八
角
形

を
し
て
い
ま
す
。
八
角
形
の
古
墳
は
全

国
的
に
も
珍
し
く
、
平
成
６
年
に
は
県

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
形

に
は
、
﹁
八
角
形
﹂
が
特
別
な
意
味
を

持
つ
仏
教
の
思
想
や
、
当
時
の
中
国
の

政
治
思
想
と
い
っ
た
何
ら
か
の
意
図
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
千
米
寺
・
石
古
墳
群
は
一
宮
町
千
米

寺
付
近
一
帯
の
京
戸
川
右
岸
に
あ
り
ま

す
。
現
在
35
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
は
68
基
の
古
墳
が
存

在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
分
古
墳
群
は
一
宮
町
国
分
付
近
一

帯
に
あ
り
ま
す
。
現
在
で
も
約
１
１
０

基
の
古
墳
が
残
っ
て
い
て
、
か
つ
て
は

よ
り
多
く
の
小
古
墳
が
群
集
し
て
い
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
古
墳
は
地
中
に
埋
も
れ
て
い
な
い
遺

跡
で
す
。
普
段
な
か
な
か
目
に
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
遺
跡
も
、
古
墳
な
ら
じ

か
に
そ
の
形
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
地
域
に
は
、
古

墳
群
の
他
に
も
、
縄
文
時
代
中
期
の
大

集
落
で
あ
り
、
数
多
く
の
土
偶
や
美
し

い
模
様
が
描
か
れ
た
土
器
が
見
つ
か
っ

て
い
る
釈
迦
堂
遺
跡
や
、
こ
の
地
域
が

甲
斐
国
の
文
化
の
中
心
地
だ
っ
た
こ
と

を
示
す
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
跡
と
い
っ

た
文
化
財
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
４
月

に
は
辺
り
一
面
に
桃
の
花
々
が
咲
き
誇

り
ま
す
。
一
時
、
桃
の
花
に
囲
ま
れ
な

が
ら
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

笛
吹
市
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課畑の中に位置している千米寺・石古墳群

金川の森公園に復元された経塚古墳
御坂峠にて、　守昭氏（左）と
1989年

あ
　
が

や
つ
し
ろ
の

あ
き
ざ
ね

し
ょ
う

い
ち
ょ
う

　
﹁
銀
杏
散
り
や
ま
ず
﹂
の
連
載
を
き
っ

か
け
に
、
　
邦
生
の
山
梨
へ
の
思
い
は
大

き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
１
９
８
９
︵
平
成
元
︶
年
１
月
、
山
梨
県

民
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
文
学
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
﹁
山
梨
と
文
学
︱
そ
の
風
土
を
探

る
︱
﹂
に
出
席
し
、
﹁
銀
杏
散
り
や
ま
ず
﹂

を
書
く
こ
と
で
見
い
だ
し
て
い
っ
た
故
郷

に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま
す
。
﹁
父
を
通
し

て
山
梨
と
い
う
も
の
を
発
見
し
て
い
っ
た

私
は
そ
れ
ま
で
、
故
郷
を
失
う
と
い
う
こ

と
を
非
常
に
抽
象
的
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

故
郷
を
失
う
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
的
に

も
象
徴
的
に
も
、
家
族
、
心
の
休
ま
る
場

所
の
な
い
状
態
を
指
し
ま
す
。
私
は
東
京

で
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
し
を
し
て
い
ま
す
が
、

仕
事
に
使
っ
て
い
る
部
屋
の
窓
は
西
北
向

き
で
日
が
あ
ま
り
差
し
ま
せ
ん
。
マ
ン
シ

ョ
ン
の
機
能
的
な
部
屋
の
配
置
は
、
方
位

が
持
っ
て
い
る
豊
か
な
内
容
を
全
く
均
等

な
も
の
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
東
京
か
ら

山
梨
に
来
る

途
中
、
勝
沼

あ
た
り
で
開

け
て
く
る
甲

府
盆
地
を
見

る
と
﹁
人
間

の
住
む
空
間

が
あ
る
な
﹂
と
思
い
ま
す
。
特
に
四
月
の

桃
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
と
き
は
、
昔
の
人

が
桃
源
郷
と
呼
ん
だ
も
の
さ
え
感
じ
ま
す
。

機
能
の
た
め
の
生
活
で
は
な
く
、
方
位
が

意
味
を
持
つ
生
活
が
あ
り
ま
す
。
東
西
南

北
、
春
夏
秋
冬
の
豊
か
さ
を
喪
失
す
る
こ

と
が
故
郷
を
失
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
﹂
と
問
い
か
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

父
を
通
じ
て
故
郷
を
発
見
す
る
こ
と
で
感

じ
た
あ
た
た
か
み
や
居
心
地
の
良
さ
か
ら
、

故
郷
を
取
り
も
ど
す
こ
と
は
、
精
神
の
な

か
に
豊
か
な
自
然
を
取
り
も
ど
す
こ
と
で

あ
り
、
山
梨
に
住
む
人
た
ち
が
自
ら
自
然

の
な
か
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
守
っ
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
ま
す
。

　
同
年
三
月
、
﹁
銀
杏
散
り
や
ま
ず
﹂
は

雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
か
た
ち
に
加
筆
・
改

編
を
し
、
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
す
。

翌
年
七
月
に
は
、
山
梨
の
文
化
、
体
育
な

ど
の
優
れ
た
業
績
に
与
え
ら
れ
る
野
口
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　
邦
生
の
最
後
の
長
編
小
説
と
な
っ
た

﹁
西
行
花
伝
﹂
の
冒
頭
に
、
１
１
６
２︵
応

保
２
︶
年
に
熊
野
社
の
荘
園
で
あ
る
八
代

荘
で
起
き
た
紛
争
事
件
の
話
が
出
て
き
ま

す
。
こ
の
事
件
は
、
﹁
銀
杏
散
り
や
ま
ず
﹂

で
は
第
三
章
﹁
笛
吹
川
の
ほ
と
り
﹂
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
﹁
西
行
花
伝
﹂
は
、

西
行
の
弟
子
藤
原
秋
実
を
は
じ
め
、
西
行

自
身
や
西
行
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
人
物
が
、

西
行
に
つ
い
て
語
る
小
説
で
す
。
こ
の
藤

原
秋
実
が
甲
斐
に
赴
任
す
る
途
中
、
八
代

荘
の
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
秋
実
が
御
坂

峠
を
越
え
る
場
面
は
、
　
邦
生
が
自
ら
足

を
運
ん
で
目
に
し
た
御
坂
峠
の
風
景
を
﹁
甲

斐
の
御
坂
は
、
そ
そ
り
立
つ
懸
崖
を
道
が

辛
う
じ
て
匍
い
上
っ
て
い
る
峠
で
、
か
ね

て
難
所
だ
と
聞
い
て
は
い
た
が
、
馬
に
乗

っ
た
ま
ま
で
は
到
底
登
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
私
た
ち
は
馬
を
曳
き
、
馬
た
ち

が
何
度
も
岩
角
で
足
掻
く
の
を
支
え
な
が

ら
、
険
し
い
山
道
を
攀
じ
登
っ
た
。
﹂
と

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
県
立
文
学
館
で
は
、
笛
吹
市
、
笛
吹
市

教
育
委
員
会
な
ど
の
後
援
に
よ
り
﹁
　
邦

生
展
﹂
を
開
催
し
ま
す
。
山
梨
ゆ
か
り
の

作
品
﹁
銀
杏
散
り
や
ま
ず
﹂
や
﹁
西
行
花

伝
﹂
な
ど
の
資
料
に
よ
り
、
作
家
　
邦
生

を
紹
介
し
ま
す
。

平成18年4月29日（土）〜6月25日（日）
　休館日　5月8・15日・6月の月曜日

山梨県立文学館��企画展示室��電話�055-235-8080
http://www.bungakukan.pref.yamanashi.jp/
関連事業��●講演と朗読��6月4日（日）午後1時30分〜
　　　　　��講演��菅野昭正（仏文学者・文芸評論家）
　　　　　��朗読��山根基世（NHKアナウンス室長）
　　　　��●鼎談「　邦生の魅力」
　　　　　��　　守昭（　保順医院院長）
　　　　　��小島千加子（文芸評論家）
　　　　　��近藤信行（当館館長）

　　　　��※電話でお申し込みください。
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※登録済の犬は、飼育者に通知が郵送されますので、必ずハガキを最寄りの会場までお持ちください。

◎問合せ先 ●市民環境部
●御 坂 支 所
●一 宮 支 所

環境対策課
住 民 課
住 民 課

055－261－2044
055－262－2271
0553－47－1111

●八 代 支 所
●境 川 支 所
●春日居支所

住 民 課
住 民 課
住 民 課

055－265－2111
055－266－2111
0553－26－3111

やってみるじゃん・ごみ減量53（笛吹市はごみの減量53％をめざしています）

狂犬病予防法により、犬を取得した日（生後90日以内の犬にあっては、90日経過した日）から30日以内

に登録すること及び生後91日以上の犬は、毎年1回の予防注射を受けることが義務づけられています。

平成18年度狂犬病予防注射最終日を下記日程で実施いたします。

この日程で都合の付かない方は訪問注射になり、料金が増額になりますのでご注意ください。

狂犬病予防注射と犬の登録（最終日）についてお知らせ

犬の登録は生涯1回です。登録済の犬は登録料がかかりません。
訪問注射は動物病院ごとに、上記の注射料金と異なる場合があります。
注射場所では混雑が予想されますので釣り銭のないよう細かいお金をご用意ください。

　市内全域、ごみ出しの日が祝日でも、
ごみや資源物の回収をします。ですから、
ごみ出しの曜日を覚えていれば、OKです。
（年末年始は除く）

　可燃ごみの収集日に布団やじゅうたん
は出すことはできません。粗大ごみとし
て、決められた時間・場所に出しましょう。

祝日もごみを収集します!祝日もごみを収集します!祝日もごみを収集します! 布団やじゅうたんは粗大ごみです!!布団やじゅうたんは粗大ごみです!!布団やじゅうたんは粗大ごみです!!

狂 犬 病 予 防 注 射 最 終 日 程
地　区　名 実�施�月�日 実　施　場　所 実　施　時　間

石和町

御坂町

一宮町

八代町

境川町

春日居町

5月14日（日）

5月�9日（火）

5月10日（水）

5月11日（木）

5月12日（金）

5月21日（日）

笛吹市役所本庁舎

東部公民館

御坂体育館

成田公民館

御坂西小体育館前

一宮福祉センター前

八代支所前

藤垈チビッコ広場（旧集荷所）

春日居支所北側駐車場

午前 9時　　～11時

午前 9時　　～ 9時30分

午前 9時40分～10時10分

午前10時30分～11時

午前11時20分～12時

午前 9時30分～11時30分

午後 1時30分～ 3時

午前 9時　　～11時30分

午前 9時　　～11時30分

　
高
齢
化
に
伴
う
扶
助
費
な
ど
の
支
出

の
増
加
や
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入

の
減
少
に
よ
り
、
自
治
体
財
政
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
笛
吹
市

で
は
、
『
ヒ
ト
、
カ
ネ
、
モ
ノ
、
情
報

を
効
果
的
に
活
用
し
、
ス
リ
ム
で
魅
力

的
な
市
政
を
実
現
す
る
』
を
目
標
に
行

財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

笛
吹
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て

　
　
健
全
な
財
政
運
営
を

　
　
　
　
続
け
て
い
く
た
め
に

を
策
定
し
ま
し
た

　
笛
吹
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
な
財

政
運
営
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
平
成

17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
お
よ
そ
20
億
円
の
改
革
が
必
要
で
す
。

本
プ
ラ
ン
で
は
特
に
財
政
面
で
の
改
革
効

果
の
期
待
で
き
る
次
の
４
つ
の
改
革
に
つ

い
て
、
目
標
値
を
定
め
て
５
年
間
で
集
中

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
1.
�
定
員
適
正
化
計
画
の
実
施

　
職
員
定
数
を
計
画
的
に
見
直
し
て
効

率
的
な
組
織
に
し
ま
す
。

【
取
り
組
み
方
】

・
組
織
機
構
の
再
編

・
民
間
委
託
の
推
進

・
人
材
の
育
成
　
ほ
か

�
2.
�
市
税
納
税
率
の
向
上

　
税
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
市
税

の
徴
収
に
力
を
入
れ
ま
す
。

【
取
り
組
み
方
】

・
実
態
把
握
に
よ
る
効
果
的
な
徴
収

・
厳
正
な
滞
納
処
分
の
実
施

・
納
税
意
識
高
揚
に
向
け
た
啓
発
活
動

・
納
税
環
境
の
整
備
　
ほ
か

�
3.
�
事
務
事
業
の
再
編
整
理

　
事
務
事
業
を
検
証
し
、
市
民
が
求
め

る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

【
取
り
組
み
方
】

・
必
要
性
、
実
施
主
体
の
検
証

・
実
施
方
法
、
コ
ス
ト
の
検
証

�
4.
�
公
共
施
設
運
営
の
見
直
し

　
す
べ
て
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
公
的

関
与
の
あ
り
方
を
検
証
し
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
や
コ
ス
ト
削
減
、
地
域
活
性
化
が

期
待
で
き
る
施
設
に
つ
い
て
指
定
管
理

の
導
入
や
民
営
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

H
21
年
度
ま
で
に
1
2
5
の
公
共
施

設
の
う
ち
、
47
施
設
に
つ
い
て
指
定

管
理
の
導
入
を
目
指
し
ま
す
。

H
18
〜
19
年
度
に
事
務
事
業
評
価
を

導
入
し
、
既
存
の
事
業
を
再
編
整
理

し
ま
す
。

1
〜
4
の
改
革
に
よ
り
5
年
間
累
計

で
約
25
億
円
の
経
費
を
節
減
し
ま
す
。

（
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

問
合
せ
先
　
秘
書
政
策
室

☎
０
５
５
│
２
６
２
│
４
１
１
１

（
内
線
２
２
１
・
２
２
２
）

【
取
り
組
み
方
】

・
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

・
利
用
状
況
や
コ
ス
ト
の
分
析

・
公
共
施
設
の
指
定
管
理
の
公
募
　
ほ
か

※
本
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は
、
毎
年
公
表

し
て
い
き
ま
す
。

・
民
間
活
力
の
導
入

・
必
要
な
事
業
に
は
財
源
を
重
点
配
分

・
市
民
に
よ
る
検
証
　
ほ
か

定員適正化計画

H17年当初

H�18

H�19

H�20

H�21

H�22

640

624

606

586

570

560

-

16

28

30

26

20

-

0

10

10

10

10

-

△16

△18

△20

△16

△10

職員数 退�職 採�用 増�減

（人）

5年間で職員80人を削減し、H22年度当初の職員
数560人を目指します。

目
　
　
　
標

市税納税率の向上

H16年度

H�17

H�18

H�19

H�20

H�21

79％

80％

81％

81％

82％

82％

95％

96％

96％

97％

97％

98％

徴�収�率うち現年分

5年以内に市税納税率82％達成を目指します。

目
　
　
　
標
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人が健康診断をするように
　　　家の耐震診断もしましょう　
　　　　　　診断費用は、市が全額負担します。

　市では、住宅の地震に対する危険性への意識の啓発と家の耐震性を知り住宅の耐震化
を促進するため、木造個人住宅の耐震診断事業を実施します。

人が健康診断をするように
　　　家の耐震診断もしましょう　
　　　　　　診断費用は、市が全額負担します。

　本市は、大規模地震対策特別措置法に基づく東海地震が発生した場合に著しい地震災害が予想さ
れる地域として、『地震防災対策強化地域』に指定されています。

木造個人住宅耐震診断の実施について

１�耐震診断対象住宅（次の条件をすべて満たす住宅）
①�昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅
�（昭和５６年６月１日以降に増築を行った場合も可能です。）
②�木造在来工法で建てられた２階建て以下の住宅
�（プレハブ工法、ツーバイフォー工法等は対象外です。）
③�長屋及び共同住宅以外のもの
④�併用住宅の場合は、延床面積の２分の１以上が住宅として使用されている住宅
⑤�市内に住所を有する方が所有し、かつ居住している住宅
�（複数の住宅を所有している方は、主に居住している１棟を対象にします。）

２�耐震診断費用
耐震診断にかかる費用は、市が全額負担します。

３�調査・診断の概要
(ア)�今回の耐震診断は、「山梨県木造住宅耐震診断マニュアル」（簡易な耐震診断）により行います。
(イ)�市が委託した「耐震診断技術者」が診断住宅に伺い、住宅調査を行います。（調査住宅の内外に立ち
　　入ることに承諾していただくことが条件となります。）
(ウ)�調査は、目視調査が原則です。しかし、所有者の承諾を頂き、必要最低限の範囲で調査の障害となる
　　ものの撤去等をさせていただく場合があります。
(エ)�建築設計図書、建築確認図書又は住宅金融公庫審査書類等がある場合は、提示をしていただきます。
(オ)�耐震診断技術者が、建築時期や修繕及び地盤等の様子などをお聞きします。

４�耐震診断結果
（社）山梨県建築士事務所協会で組織する耐震判定会で審査されたあと、市から耐震診断申込者に報告します。

５�募集戸数
３０戸

６�申込期間　
平成１８年４月１０日（月）～平成１８年４月２４日（月）まで

７�申込方法
　申込書は、笛吹市役所八代分庁舎建設部土木課及び各支所地域振興課に備えてあります。
　必要事項を記入し、申込期間内に笛吹市役所八代分庁舎建設部土木課及び各支所地域振興課へ提出して
ください。（募集戸数に限りがありますので、耐震診断申し込み者が多数の場合は抽選とさせていただきます。）

※なお、木造個人住宅の耐震改修については、補助金制度があり、
　上記耐震診断または同基準による耐震診断が必須となりますの
　で、住宅の耐震改修をしたい方は、下記まで問い合わせください。

　国民健康保険への加入手続きや脱退手続、変更等の手続は、本人からの届出が必要となります。
加入の届出が遅れると、加入資格が発生した時点（届出日ではない）までさかのぼって保険料(税)
を納めなければならなくなります。また、国民健康保険からの脱退手続が遅れると、新たに加入し
た職場の健康保険などと国民健康保険の両方に保険料(税)を二重で納めてしまうことがあります。
そのため、次のようなことがありましたら、必ず14日以内に届け出てください。

届出が必要な場合 手続に必要なもの

他の市区町村から転入したとき� 本人確認ができるもの、印かん

職場等の健康保険をやめたとき� 職場の健保をやめた証明書(退職証明等)、印かん

生活保護法の適用を受けなくなったとき� 保護廃止決定通知書、印かん

子どもが生れたとき� 母子健康手帳、印かん

他の市区町村へ転出するとき� 保険証、印かん

職場の健康保険に加入したとき
� 国保と職場の健保の両方の保険証

� 扶養認定年月日の証明書等、印かん

生活保護法の適用を受けたとき� 保険証、保護決定通知書、印かん

死亡したとき� 保険証、印かん

修学のため、子どもが他の市区町村に
住むとき�

保険証、在学証明書、印かん（毎年度手続が必要です。）

修学のため他の市区町村に転出している
子ども等が卒業したとき�

保険証、卒業証書、印かん

退職者医療制度に該当したとき、
または該当しなくなったとき�

保険証、年金証書（退職者医療制度に該当する方は必要
� です。）、印かん

◎問合せ先　●市民環境部　国民健康保険課　国保総務担当　055－262－4111(内線121)

◎問合せ先
●市民環境部　国民健康保険課　055－262－4111（内線124）
●甲府社会保険事務所　　　　　055－252－1441（国民年金に関する問合せ）

◎問合せ先
●�建設部�土木課�総務担当
��０５５－２６５－４７６１（内線�１１３・１１４）

国
保
へ
加
入
す
る
場
合

国
保
を
脱
退
す
る
場
合

そ
の
他
手
続
が
必
要
な
場
合

　平成18年度国民年金保険料額は、毎月13,860円です。平成18年度分の納付書（国民年金保険料納付
案内書）は4月上旬頃、社会保険庁からご本人あてに送付されます。
　保険料は全国の金融機関のほか、コンビニエンスストアでも納めることができます。毎月の保険料
は翌月末が納付期限ですので、忘れずに納めましょう。

便利でお得な『口座振替』もぜひ、ご利用ください。

　＊保険料を納めるのが困難な方は、次の制度をご利用ください。
・自営業、無職等の方は『全額・半額免除申請制度』
・30歳未満の方を対象とした『若年者納付猶予特例制度』
・学生さんを対象とした『学生納付特例制度』

詳細につきましては、お問い合わせください。�����
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◎問合せ先◎問合せ先 ●児童課　児童家庭担当　055−261−1904●保健福祉部�児童課　児童家庭担当　０５５−２６１−１９０４

●国民健康保険に加入の方�（市内と市外の医療機関により異なります）

〈市内の医療機関において受診する場合〉

　医療機関の窓口で『国民健康保険証』と『乳幼児医療費助成金受給資格証』を提示してください。

保険適用内の医療費については窓口において無料となります。

◇国民健康保険加入の乳幼児の診療にかかる保険給付のうちの自己負担分が市内医療機関に限

　り無料になります。国民健康保険に加入の方は、『乳幼児医療費助成金受給資格証』の提示

　が必要となります。（国民健康保険に加入している乳幼児医療費対象者には『受給資格証』

　を発送してあります。）

〈市外の医療機関において受診する場合〉

　保険診療等を受け、医療機関に自己負担金の支払いを行い、医療機関ごとに1カ月単位で領収書をま

とめ、『乳幼児医療費助成金請求書』に添付し、診療を受けた翌月以降に市役所へ提出してください。

◇保険点数等の記載がある領収書の添付による請求もできるようになります。

（ただし、今までどおり1カ月単位での請求となります）

●社会保険等に加入の方

　保険診療等を受け、医療機関に自己負担金の支払いを行い、医療機関ごとに1カ月単位で領収書をま

とめ、『乳幼児医療費助成金請求書』に添付し、診療を受けた翌月以降に市役所へ提出してください。

◇保険点数等の記載がある領収書の添付による請求もできるようになります。

（ただし、今までどおり1カ月単位での請求となります）

〜領収書についての注意〜

　保険点数等が記載されていない領収書の添付は受付けできません。その場合は、今までどお

りに医療機関からの証明を『乳幼児医療費助成金請求書』に受けた後、提出してください。

●乳幼児医療費助成制度とは●　

　　乳幼児の保険診療にかかる医療費の一部を助成することにより、乳幼児保健の向上と児童福祉

　の増進を図ることを目的とした制度です。

乳幼児医療費制度の医療費の請求方法等が平成18年4月診療分から変わります。

通院・・・5歳の誕生月の末日まで（毎月1日生まれの方は前月の末日まで）

入院・・・6歳到達後の最初の年度末まで

診療を受けた月から2年以内

市役所へ請求書を提出した翌月の月末

ただし、高額療養費・附加給付等確認のため、予定より遅れる場合があります

市役所児童課（石和町保健福祉センター内）

または、各支所の健康福祉課

助 成 対 象

請 求 期 間

振 込 予 定 日

請求書の提出先

■

■

■

■

　石和東小学校地区に市内５館目の児童館が、４月１日（土）に開館します。

　概ね１８歳未満の児童のみなさんならどなたでも自由に利用することができる施設です。遊びや仲

間づくりの場として、また地域の方とのふれあいの場としてなど、ぜひ利用してください。

　児童館は、児童福祉法による児童福祉施設で、子どもに健全な遊びを提供して、その心身の健康を

増進し、情操を豊かにすることを目的とした施設です。

　そのため児童厚生員を配置し、子どもたちが安全に遊べる環境づくりと活動の支援をします。また、

催しなどを企画・実施し、地域の中で交流できる場を目指します。

　現在笛吹市には４つの児童館があり、はなぶさふれあい児童館は５館目となります。また、この児

童館には学童保育室が併設されています。

　名称については、昨年１２月に石和東小学校の児童から３５点の応募をいただきました。この中か

ら米山崇仁君（石和東小学校６年生）の「はなぶさふれあい児童館」に決まりました。これは「学童

の人だけでなく、中学生の人までが入れて、遊んだりしてふれあえるから」という思いを込めて付け

てくれたものです。

施設の概要

所　在　地　　笛吹市石和町中川４８３−１

延床面積　　２６４．００㎡

構　　造　　鉄骨造平屋建

開館時間　　月曜日〜土曜日　午前９時〜午後５時

休　館　日　　日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日〜１月３日）

利用方法　・個人利用の場合⋯来館時に利用者名簿を記入してください。

　　　　　　　※未就学児は保護者同伴での利用となります。

　　　　　・団体利用の場合⋯事前に利用申請書を提出してください。

■

■

■

■

■

■
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　介護保険法施行規則の改正により、平成18年4月からは、着工前に申請をしていただき、市の確認

を受けることとなりました。

　理由書、見積書、日付入り写真などを添付する必要がありますが、詳しくはお問合せください。

　平成18年4月からは、県の指定を受けた事業所からの購入のみが給付の対象となりました。

◎問合せ先
０５５－２６５－２１１１
０５５－２６６－２１１１
０５５３－２６－３１１１

●八代支所健康福祉課
●境川支所健康福祉課
●春日居支所健康福祉課

０５５－２６１－１９０１
０５５－２６２－２２７１
０５５３－４７－１１１１

●保健福祉部健康づくり課
●御坂支所健康福祉課
●一宮支所健康福祉課

◎問合せ先

◎問合せ先

◎問合せ先

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合Ⅰ期初回・追加
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合�Ⅰ期

二 種 混 合 Ⅱ 期
（ ジ フ テ リ ア・破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 Ⅰ・Ⅱ 期

予防接種名 通知対象者

＊対象者には、予診票、契約医療機関等の詳しい
お知らせをします。接種時期等の内容をよく確
認し契約医療機関にて予防接種を受けてください。
��������������������������������
＊他市町村より転入してきた方、予診票のない方、
有効期限切れの方はお住まいの地域の下記連絡先
までお問い合わせください。

平成1８年１月生まれ

平成17年3・4月生まれ

平成17年４月生まれ

現在見合わせています

●保健福祉部　高齢福祉課　高齢福祉担当　０５５－２６１－１９０２
●各支所の健康福祉課

●保健福祉部　介護保険課　介護総務担当　０５５－２６１－１９０３
●各支所・健康福祉課　担当ケアマネジャー●公営企業部　下水道課　０５５３－２６－５５４７

　平成１８年３月３１日までに、改正前の麻しん予防接種と風しん予防接種を両方とも未接種の場合は、

改正後の第１期（１歳から２歳未満まで）に麻しん風しん混合ワクチンの接種対象になります。

　対象者には、麻しん風しん混合ワクチン予防接種の予診票、契約医療機関等の詳しいお知らせをします。

※すでに麻しんまたは風しんにかかったお子さんは、改正後の麻しん風しん混合ワクチン予防接種の対象外と

　なります。

※平成１８年４月１日以降、予防接種法による接種は麻しん風しん混合ワクチンのみとなります。どちらか片方

　の予防接種をする場合には、予防接種法対象外となりますのでご注意ください。

※接種にあたりましては、かかりつけ医と十分にご相談のうえ、接種するようにしてください。

※ご不明な点は下記連絡先までお問い合わせください。

在宅寝たきり高齢者等に対し、紙おむつ費用の一部を助成します。

■今回の対象となる期間

　平成17年10月１日から平成18年3月31日までの期間です。

（在宅福祉を支援する制度のため入院や介護保険施設のショートステイ、ミドルステイの期間は対

象となりません。）

　１カ月のうち15日以上在宅期間があれば、支給対象月となります。
■対象となるのは

　次の用件を満たす方。

①�本市の住民基本台帳又は外国人登録原票に登録されている平成１７年度市民税所得割非課税世帯

　�に属する者で次の項目のいずれかに該当すること。

イ）�65歳以上の高齢者で、尿失禁等により常時紙おむつを使用している者

ロ）�要介護3以上の認定を受けており、尿失禁等により常時紙おむつを使用している者

ハ）�重度心身障害者（身体障害者手帳１、２級）であり、常時紙おむつを使用している者

※「紙おむつ」とは、おむつ型、パンツタイプのことです。尿とりパットのみの使用

　��は対象となりません。

※�イ）とロ）の尿失禁については、介護認定を受けている方については、認定調査表

　�で確認し、介護認定を受けていない方については、市の職員が訪問し状況の確認を

　�させていただきます。

■助成金額�　　�１カ月4,000円
■申請期間　�　�平成18年４月３日（月）～平成18年４月１７日（月）

※�申請には、紙おむつの領収書（日付、品名、金額が明記されているものであればレシー

　�トでも結構です）の添付をお願いします。

※�すでに登録申請されている方には、課税状況を確認し対象者には申請書を郵送します。

※�申請書類は保健福祉部高齢福祉課、各支所の健康福祉課に用意してあります。

　平成１８年度下水道事業受益者負担金賦課対象の皆さんには、３月３１日（金）を提出期限日とし
て、申告書の返送をお願いしたところですが返送はお済みでしょうか。
　この申告書は受益者負担金をお支払いただくための重要な資料となりますので、内容の確認と意事
項（裏面）をお読みのうえ必ず申告（返送）してください。
　なお、申告書を返送されない場合は、条例施行規則等により認定され賦課となり、支払方法も報奨
金のつかない分割納付になります。（※詳細につきましては、２月号広報をご覧ください）

支払方法の変更により報奨金がつきます
　現在、「下水道事業受益者負担金」をお支払い中の方で、納付方法が年４回支払いの分割納付（６月、８
月、１０月、１２月）をされている方は、一括納付（６月１４日まで）への変更により報奨金がつきます。

○変更出来る方の条件

　①過年分の未納がない方。

　②６月１日～１４日までの間に残金を完納できる方

○変更希望締切日

　平成１８年４月２１日（金）

※不明な点がある場合には、各支所および下水道課総務担当まで連絡をお願いします。
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◎問合せ先

◎問合せ先 ●総務部�税務課�資産税担当　055－262－4111（内線131～133）

　税金を納める方法は、市役所から送付される納付書で、定められた期限(納期限)までに、指定金融機関等で納め
ていただくことになっています。なお、下記の税目については、口座振替の方法によって納めることもできます。
口座振替は納め忘れもなく大変便利です。
　指定金融機関や郵便局に預・貯金口座のある方ならどなたでもご利用できます。また、一度申請されますと翌年度以降も口座

振替となります。��

手続きの方法
■口座振替ができる市税
　市・県民税(普通徴収)、固定資産税・都市計画税、軽自動車税(各車輌ごとに対象となります。)
国民健康保険税、介護保険料
■取扱金融機関等…預・貯金口座のある指定金融機関や郵便局
■申込手続き
　指定金融機関、郵便局の窓口に備えてある申込用紙に必要事項をご記入の上、お申し込みください。(市外所
在の金融機関・郵便局の窓口には、申込用紙がありませんので、税務課・国民健康保険課・介護保険課までご連
絡ください。)
■持参するもの……預・貯金通帳、届出印、納税通知書(納付書)
■振　替　日………納期限日（上記納める時期、口座振替日参照）
■振替開始日
　市県民税、固定資産税・都市計画税は、申し込みからおおむね２カ月以降、軽自動車税、国民健康保険税及び
介護保険料は、１カ月以降の納期分より振替になります。
　軽自動車税を口座振替でご利用されている方には車検用として、6月上旬に市役所から「軽自動車税納税証明
書(車検用)」が送付されます。

・口座振替依頼の手続きは、ご希望の金融機関等の窓口でお願いします。
・口座振替ができなかった場合は、再振替はいたしませんので預貯金通帳で確認してください。

■前納報奨金
　市県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税は第１期の納期限内に年税額を一度に納付していただくと前
納報奨金が交付されます。

納める時期・口座振替日固定資産の価格等の縦覧について

税金を納める方法

平成１８年度各税目納期限一覧表

市 ・ 県 民 税

固 定 資 産 税
都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

国民健康保険
税・介護保険料

納　　期　　限

3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

1期

1期

1期

全期

2期

2期

2期

3期

3期

3期

4期

4期

4期 6期5期

2/28�5/1 5/31 6/30 7/31 8/31 10/2 10/31�11/30 12/25 1/31

※上記「納期限」と下記「口座振替ができる市税」の中で、振替（引き落し）日が異なる市税

○軽自動車税は５月２５日、市県民税前期前納は６月１5日、固定資産税・都市計画税前期前納は７月１4日が
　口座振替日となります。
○市県民税・固定資産税・都市計画税の期別振替を選択された場合は、上記納期限日が口座振替日となります。

税金は納期限までに納めましょう！

市税の納付は便利な口座振替で

市県民税、固定資産税、軽自動車税　総務部�税務課�管理担当…０５５－２６２－４１１１（内線139～141）

国民健康保険税　市民環境部�国民健康保険課�管理担当…………０５５－２６２－４１１１（内線123）

介護保険料　保健福祉部�介護保険課�介護総務担当………………０５５－２６１－１９０３（内線151～153）

各税等の詳細については、担当課へお問い合わせください。

ご自分の所有する固定資産以外の価格等も縦覧帳簿により縦覧できます。

平成１８年４月３日（月）から平成１８年７月３１日（月）
（土・日曜日・祝日を除く）
午前８時３０分から午後５時１５分
笛吹市役所（本庁舎）　１Ｆ　税務課窓口
ア：市内に所在する土地や家屋に対する固定資産税の納税者
イ：納税者の代理権を有する人（委任状等が必要）
�納税者の所有する固定資産以外の固定資産（土地・家屋）
※土地の納税者は土地、家屋の納税者は家屋の縦覧帳簿が縦覧できます。
土地：所在、地番、地目、地積、価格
家屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格
納税義務者の場合は、納税義務者であることが確認できるもの（納税通知書、
運転免許証、各種健康保険証等）が必要。
（代理人の場合は、委任状等が併せて必要）また、納税義務者が法人である
場合は、法人の代表者印が押印された申請書が必要。
無　料

期 　 　 間

場 　 　 所
縦 覧 で き る 人
（ア・イのいずれか）

縦覧できる固定資産

縦 覧 で き る 事 項

申請に必要なもの

手 数 料

固定資産課税台帳の閲覧について

常に閲覧可能。　平成１８年度分は４月３日（月）から閲覧できます。
（土・日曜日・祝日を除く）
笛吹市役所（本庁舎）１Ｆ税務課窓口、　各支所総務課
ア：固定資産税の納税義務者、または納税義務者からの委任状等をお持ちの人（代理人）
イ：土地、家屋について賃借権、その他の使用または収益を目的とする権利
　　を有し賃借料等の対価を支払っている人
ウ：破産管財人など、固定資産の処分をする権利を有する人
土地：所在、地番、地目、地積、固定資産の評価額、課税標準額及び税額等
家屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額、課税標準額及び税額等
※土地家屋などに権利を有する人は、その目的となる固定資産に限られます。
（１）納税義務者の場合は、本人確認ができるもの（納税通知書、運転免許
　　証、各種健康保険証等）が必要。
　　（代理人の場合は、委任状が併せて必要）また、納税義務者が法人であ
　　る場合は、法人の代表者印が押印された申請書が必要。
（２）土地、家屋等の処分をする権利、賃借権、その他の使用または収益を
　　目的とする権利を有する人の場合は、その権利があることを確認できる
　　もの（賃貸借契約書等及貸借料等を払い込んだことのわかる領収書等や
　　裁判所等による選任書等）も併せて必要。
３００円／１件　（納税義務者ごと）
※但し、縦覧期間中（７月３１日まで）は手数料無料で閲覧できます

期 　 　 間

場 　 　 所

閲 覧 で き る 人
（ア・イ・ウのいずれか）

閲覧できる固定資産

申請に必要なもの

手 数 料

　本人資産の課税の内容が閲覧できます。また、賃借権等を有する人（借地借家人等）も、その権利
の目的である固定資産の課税台帳閲覧ができます。

※平成１８年７月の固定資産税課税の際、上記の閲覧資料と同じ内容の「課税明細書」を納付書（ま
　たは納税通知書）に同封して郵送します。
　　この「課税明細書」は、平成１８年分の確定申告の際に租税公課の算出に必要な資料ですので大
　切に保管してください。
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◎問合せ先

◎問合せ先

●市民環境部　市民課　０５５－２６２－４１１１（内線１１５）

毎日の暮らしの中での問題に関しての相談に応じます。相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。� �

■専門家による相談　　弁護士・司法書士・社会保険労務士が相談に応じます。�
■相談員による相談

心配ごと相談……民生委員・児童委員が福祉に関する相談に応じます。�

人権相談…………人権擁護委員が人権にかかわる相談に応じます。

行政相談…………行政相談委員が行政機関に関する相談に応じます。

消費生活相談……消費生活相談員が消費生活にかかる相談に応じます。

※できる限り事前にご予約ください。予約数に空きがあれば当日でも受け付けます。

　予約は、下記の社会福祉協議会本所・各支所どちらでも結構です。�

相　談　員

4月26日（水）

5月24日（水）

6月28日（水）

4月13日（木）

5月11日（木）

6月　8日（木）

4月19日（水）

5月17日（水）

6月15日（木）

4月12日（水）

5月10日（水）

6月14日（水）

4月20日（木）

5月18日（木）

6月15日（木）

4月　6日（木）

5月　2日（火）

6月　1日（木）

笛吹市スコレーパリオ

御坂福祉センター

一宮福祉センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

春日居福祉会館

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

民生委員・弁護士・行政相談委員

民生委員・顧問弁護士・行政相談委員

民生委員・弁護士・行政相談委員

民生委員・弁護士・行政相談委員

民生委員・社会保険労務士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・行政相談委員

社会保険労務士・人権擁護委員・行政相談委員

弁護士・行政相談委員

司法書士・行政相談委員

民生委員・弁護士・行政相談委員

民生委員・社会保険労務士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・行政相談委員

民生委員・社会保険労務士・行政相談委員

民生委員・司法書士・行政相談委員

民生委員・社会保険労務士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・行政相談委員

民生委員・社会保険労務士・行政相談委員

石
　
和

御
　
坂

一
　
宮

八
　
代

境
　
川

春
日
居

地区 開設日 開設場所 時　間

●同��石和支所� ��●同��御坂支所� �●同��一宮支所� ��

０５５－２６２－１２６７���０５５－２６３－０８４８� �０５５３－４７－２２８８� ��
●同��八代支所� ��●同��境川支所� �●同��春日居支所���

０５５－２６５－２２４０���０５５－２６６－５９１１� �０５５３－２６－３６６７

●笛吹市社会福祉協議会　０５５－２６５－５１８２

　４月からは毎月２回結婚相談を行います。人生の大切なパートナーをさがすため、結婚

相談員が親身になって相談に応じますので、ご利用ください。

　下記相談日には２～３名の相談員が担当しますので、気軽にお出かけください。

■結婚相談所開設日

　○４月　７　日（金）・２１日（金）

　○５月１２日（金）・１９日（金）

　○６月　２　日（金）・１６日（金）

　○７月　７　日（金）・２１日（金）

　○８月　４　日（金）・１８日（金）

　○９月　１　日（金）・１５日（金）

窪田　公太郎� 石和町市部� ０５５－２６２－３８７０

深澤　桂� 石和町下平井� ０５５－２６３－５５７１

荻野　禎三� 石和町東高橋� ０５５－２６２－４０６１

三枝　國夫� 石和町松本� ０５５－２６２－４３５７

内藤　昭二� 一宮町新巻� ０５５３－４７－０３７２

中村　一恵� 一宮町北都塚� ０５５３－４７－０７３５

雨宮　茂代� 一宮町下矢作� ０５５３－４７－１７０７

長沼　敬人� 御坂町井之上� ０５５－２６２－６１８３

河野　幸子� 御坂町夏目原� ０５５－２６２－３０３５

小林　昭悟� 御坂町下野原� ０５５－２６２－６３２７

笛吹市結婚相談員
氏　名 住　所 電話番号

相澤　正子� 八代町南� ０５５－２６５－２３０３

石原　カイ子� 八代町奈良原� ０５５－２６５－２９４８

風間　幸雄� 八代町高家� ０５５－２６５－２３０９

仲村　公仁� 境川町前間田� ０５５－２６６－４４６７

中村　桂子� 境川町大窪� ０５５－２６６－２０１０

　野　数雄� 境川町藤垈� ０５５－２６６－４７９１

小川　美彦� 春日居町熊野堂�０５５３－２６－２４２０

樋川　たか子� 春日居町熊野堂�０５５３－２６－２８２４

久保田　眞五� 春日居町小松� ０５５３－２６－３０８０

氏　名 住　所 電話番号

■時　間　午後１時３０分～４時

■場　所　笛吹市スコレーセンター

　　　　��１階第１会議室（事務室東隣）

相　談　内　容

開　設　日　程

スローガン

　「運転は��人に社会に��思いやり」
　　４月６日（木）から４月１５日（土）まで、春の全国交通安全運動が、実施されます。

　運動の重点目標は、

　１．�子どもと高齢者の交通事故防止

　２．�自転車の安全利用の推進

　３．�シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　４．�飲酒運転等悪質・危険な運転の追放

　です。

　上記の目標により、交通事故防止の徹底を図り、特に新入学児童等に対する交通ルールの

理解と交通マナーの植付けが大切です。運動期間中、市内各所で交通安全街頭指導所や交通

安全関係団体等による小中学生への登校指導が実施されます。

　「思いやり・ゆずり合いの心」を持ち、家族・地域・職場から交通事故の犠牲者を出さないよう、

交通事故防止に努めましょう。
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くらしを彩る趣味と教養の講座
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■申込期間

■受　　付

■そ�の�他

◎問合せ先

　平成18年４月４日（火）より４月20日（木）までの間、午前９時から午後５時の間に受け付けます。期間を
過ぎても定員に達しない講座は、各窓口に掲示して再募集をする場合があります。

　規定の申込書（コピー可）により、持参、郵送、ファックスにて受け付けます。持参、郵送の場合は、「石
和町広瀬626-１笛吹市教育委員会市民講座担当」窓口及び「各支所の地域教育担当」窓口で受け付けます。（各
施設等の閉庁日、休館日を除きます）
　ファックスにてお申し込みの方は申し込み様式に必要事項を記入し、笛吹市教育委員会市民講座担当宛にお
送りください。

055-263-7960
〒406－0035�　笛吹市石和町広瀬626-1　笛吹市教育委員会　市民講座担当

ファックス番号：

送 付 先 ：

○各講座は概ね90分としていますが、講座により多少の前後があります。また、時間設定が特殊な講座については
各欄に記します。

○それぞれの講座には講座番号が記してあります。お申込の際には必ず講座番号と講座名の両方をご記入ください。

○応募者多数による抽選の際は、笛吹市民を優先します。

○申込書は、市内各支所及び図書館、各地域教育担当窓口等に置いてあります。または、このページをコピーして
ご記入ください。

○応募者が定員を超えた場合は、抽選により受講者を決定します。希望者が一定の数に達しない場合等は、講座を
取りやめることもあります。

○受講が決定した方には、講座受講者決定通知書をお届けしますので必ず内容をご確認ください。

○材料費、テキスト代、使用料、入場料、保険料等の負担金が必要な講座の受講者は、費用を先に納入して頂きます。
講座受講者決定通知書の中で指定する銀行口座へ、必要金額を振り込んでください。期限までに納入の無い場合
はキャンセルしたものとみなされますのでご承知ください。

○自己都合により受講ができなくなった場合は受講者負担金の返金はできません。主催者の都合により講座が行わ
れなかった場合は、振込み手数料を除き返金いたします。　

●教育委員会　市民講座担当　０５５－２６３－７９６０

笛吹市民講座「スコレー大学」受講申込書

住　所
電話番号

生年月日 明・大・昭・平　　　年　　　月　　　日

ふりがな 男・女

申込者氏名

希望する講座番号 講　座　名

キリトリ

〒
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日　時　2006年６月３日（土）午後６時30分開演
　　　　（６時開場）
会　場　笛吹市スコレーセンター「集会室」
曲　目　モーツァルト　ディヴェルティメント（喜遊曲）
　　　　　　　　　　　アヴェ・ヴェルム・コルプス
　　　　バッハ　　　　２つのヴァイオリンのための協奏曲
　　　　　　　　　　　主よ人の望みの喜びよ
　　　　　　　　　　　Ｇ線上のアリア　他
入場料　500円（学生は、250円。）
　　　���４月１日（土）より発売開始
問合せ先　笛吹市スコレーセンター
　　　　　☎��055−263−7959

日　時　平成18年６月３日（土）
　　　　午後６時30分開演（６時開場）
会　場　笛吹市スコレーセンター「集会室」
曲　目　モーツァルト⋯ディヴェルティメント（喜遊曲）
　　　　　　　　　　　アヴェ・ヴェルム・コルプス
　　　　バッハ⋯⋯⋯⋯２つのヴァイオリンのための協奏曲
　　　　　　　　　　　主よ人の望みの喜びよ
　　　　　　　　　　　Ｇ線上のアリア　他
入場料　500円（学生は無料）
　　　���４月１日（土）より発売開始
問合せ先　笛吹市スコレーセンター
　　　　　☎��055−263−7959

（昨年の演奏会より）
指揮：藤原義章

ご存知「笑点」の人気者。ユーモア
の中にキラキラ光る才能が溢れる日
本を代表する落語家。誰よりも明る
い高座が定評。絵画にも秀でて、全
国で個展も開催。（落語同様、人々の
心に優しく、温かく感動を与え続け
ている。）

　大人気の落語を通して、日本の伝統話芸と、豊かな表現力、ユーモアのセンスを楽しく学びましょ
う。地域を題材にした新作落語を創作することで、郷土愛を育み、故郷の文化も自然に学べます。子
供たちの心をより豊かに！是非ご参加ください！（無料です）

【公演概要】　日　　時　平成18年８月26日（土）午後２時（１回公演）
　会　　場　笛吹市スコレーセンター集会場
　出�演�者　林家木久蔵　林家彦いち　地元の小中高生　他

【出演者募集内容】
　　　　　　　応募資格　笛吹市並びに近隣市町村に在住の小中高生
　　　　　　　　　　　　平成18年８月26日（土）の本番、下記の面談会、練習日程に参加できる人。
　　　　　　　面�談�会　平成18年４月30日（日）
　　　　　　　　　　　　（基本的に応募者全員が合格・参加できます。但し人数制限あり。）
　　　　　　　練習日程　5/14（日）、5/27（土）、6/10（土）、6/24（土）
　　　　　　　　　　　　7/02（日）、7/16（日）、8/10（木）、8/17（木）、8/25（金）
　　　　　　　　　　　　練習時間は午前10時から午後３時くらい。（弁当を持参して下さい。）
　　　　　　　応募人数　先着40名程度
　　　　　　　募集方法　往復ハガキに顔写真（2×3センチ程度）を貼り住所、氏名（本人と保護者）、
　　　　　　　　　　　　電話番号、（あればメールアドレス）、学校名、学年、特技を記入の上、
　　　　　　　　　　　　スコレーセンターに申し込んでください。
　　　　　　　申込期限　平成18年4月27日（木）必着のこと
　　　　　　　申込・問合せ先　〒406-0035　笛吹市石和町広瀬626−1
　　　　　　　　　　　　　　　笛吹市スコレーセンター　☎�055−263−7959
　　　　　　　主　　催　㈶いさわ文化スポーツ振興財団、笛吹市教育委員会
　　　　　　　助　　成　地域創造
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会
﹂
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、

﹁
水
辺
の
豊
か
な
自
然
の
な
か
を
歩
い
て
健
康
づ

く
り
﹂
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
る
ウ
ォ
ー
ク
で
、
今
年
で
12
年
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
２
０
０
６
シ
リ
ー
ズ
は
８
大

会
が
計
画
さ
れ
、
本
市
で
開
催
さ
れ
る
今
回
の

﹁
笛
吹
川
大
会
﹂
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
な
り
ま
す
。

　
爽
や
か
な
春
風
に
誘
わ
れ
て
、
笛
吹
川
か
ら

金
川
の
森
を
歩
き
な
が
ら
、
桃
の
花
真
っ
盛
り

の
笛
吹
市
の
春
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
み

な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
日
時
　
平
成
18
年
４
月
15
日
︵
土
︶

　
午
前
９
時
〜
９
時
45
分
︵
受
付
︶

　
※
当
日
受
付
可
能
︵
参
加
料
あ
り
︶

◎
集
合
場
所
　
清
流
公
園
︵
石
和
中
学
校
隣
︶

◎
コ
ー
ス
　
清
流
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
し
、
10
㎞
・
20
㎞
の
２
コ
ー
ス

・
10
㎞
︵
笛
吹
川
土
手
、
金
川
の
森
公
園
か

ぶ
と
む
し
の
森
駐
車
場
折
り
返
し
、
英
橋
、

笛
吹
橋
、
笛
吹
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
︶

・
20
㎞
︵
金
川
の
森
公
園
か
ら
金
川
上
流
、

四
の
橋
、
金
川
下
流
、
笛
吹
橋
、
笛
吹
川

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、
春
日
居
町
駅
前

足
湯
、
同
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
︶

　
　
※
所
要
時
間
、
約
５
時
間
30
分

◎
主
催
　
笛
吹
市
、
読
売
新
聞
社
、
社
団
法
人

日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

◎
問
合
せ
先
　
大
会
事
務
局

　
☎
０
３
︱
５
１
５
９
︱
５
８
８
６

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

:/
/
in
fo
.y
o
m
iu
ri.c

o
.jp
/
e
v
e
n
t

〜
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
!!
〜

◎
日
時
　
平
成
18
年
４
月
26
日︵
水
︶

　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

◎
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
２
階

◎
内
容
　
☆
親
子
あ
そ
び
、
紙
芝
居
、
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
　
ｅ
ｔ
ｃ

◎
対
象
　
在
宅
で
子
育
て
中
の
親
子
︵
０
才
児

〜
３
才
児
︶
　
20
組

◎
企
画
・
運
営
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　�

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ���

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ��
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　h
ttp

:/
/
w
w
w
.y
u
y
u
y
u
.o
rg
/

◎
申
込
み
先
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
　
　
　
☎
０
５
５
︱
２
６
１
︱
０
２
１
８

又
は
、
☎
０
９
０
︱
１
６
６
８
︱
４
５
５
５

※
参
加
費
無
料
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　
日
本
の
伝
統
文
化
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

◎
日
時
　
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

　
午
前
10
時
〜
12
時

　︵
初
回
は
４
月
15
日
で
す
。
１
年
間
行
い
ま
す
。︶

◎
場
所
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
１
階

　
実
習
室

◎
お
花
代
　
２
０
０
０
円
︵
４
月
〜
６
月
の
５

回
分
︶
を
初
回
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
人
員
　
20
人
︵
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。︶

◎
持
ち
物
　
花
き
り
バ
サ
ミ

◎
申
込
み
先
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

「笑点・若手大喜利」の主要メンバー。
新作落語を得意とし、テレビ・ラジオ・
雑誌のレギュラーのかたわら、アウト
ドア派として夢枕獏さんと冒険旅行も
楽しんでいる。（今回、子供たちを楽
しく指導してくれる講師も務める頼も
しいお兄さん。）
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■交通規制日時

　平成18年4月9日（日）　　午前9時30分〜12時5分

■交通規制区間（図参照）
　①�市道「一宮坪井線」
　　�坪井熊野神社南交差点〜七五三石交差点〜本都塚交差点〜浅間神社
　②�県道「市之蔵・山梨線」
　　�浅間神社〜相興交差点〜矢作橋
　③�県道「山梨・御坂線」
　　�国道20号鷺堂交差点北（くろがねやさん角）〜七五三石交差点〜田中交差点
　④�小城八幡橋線（広域農道）
　　�国道20号両ノ木神社北交差点〜本都塚交差点〜小城交差点〜新日川橋
　⑤�日川左岸協定道路
　　�新日川橋〜矢作橋

　4月9日（日）、「第2回笛吹市いちのみや桃の里マラソン大会」が県内外から3,000人

を超えるランナーをお迎えし開催いたします。

　つきましては、会場地である一宮町内の主要道路は混雑が予想され、一部の道路が交

通規制されます。

　大変ご迷惑をおかけいたしますが、マラソンコースになっている道路では、参加ラン

ナーが安全でスムーズに通過できますようご協力をお願いいたします。

　また、車輌をコース上に駐車されますとランナーの妨げになりますので、コースになっ

ている路上への駐車はご遠慮くださるよう併せてご協力をお願いいたします。

　なお、ランナーは市役所一宮支所前を午前9時45分にハーフマラソンを皮切りに、10km、

親子・ファミリーの順でスタートします。ゴールの桃の里スポーツ公園は花まつりの会

場にもなっておりますので、市民みなさまのご声援をお願いいたします。

○�規制道路は、全て通行止めになります。

○�その他の道路についても、大会開催中は、
　�規制があります。ご協力ください。
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甲府市を中心に活躍している社会人ビッグバンド。

平成7年に長年の活動とボランティア演奏などが評価され労働大臣褒賞を受賞。

平成14年「第一回武田節全国音楽祭inやまなし」で優秀賞、平成15年「第2回山梨ポピ

ュラー音楽フェスティバル」で最優秀賞を受賞。

平成16年の結成40周年コンサートでは長年の夢であったマリーンとの共演を実現した。

その他ダンスパーティー、ボランティア、ライブコンサートなど多方面において活動中

日�時 平成18年4月1日（土）　午後1時開場（ティーサービス付）
　　　　　　　　　　　午後1時30分開演

場�所 御坂図書館�南側テラス
雨天時：学びの杜みさか

入場料 無　料

フィーリング・ジャズ・オーケストラバンドの紹介

利用カードをつくるには

●利用カード交付申請書に必要事項を記入し、本人の氏名と現住所の確認でき

るもの（免許証・保険証・学生証など）をご用意ください。

●利用カードは1枚で市内の全図書館共通で使えます。

●利用カードをなくされたり、住所変更等をされた場合はカウンターにお申し出ください。

●再交付の場合は実費をいただきます。（本人の氏名と現住所の確認できるもの

をご用意ください。）

借りるときは

●借りたい資料を利用カードと一緒に貸出カウンターにお出しください。

　　図書・雑誌・紙芝居　　　��1人20冊⋯15日間

　　CD・DVD・ビデオテープ　1人 4点⋯ 4日間

コピーサービス

●館内の資料に限りコピーできます。ご利用の際はカウンターまでお申し出く

ださい。

●コピー⋯白黒1枚20円・カラー1枚50円

●図書館におけるコピーは著作権法に基づき、申込用紙に記入していただきます。

なお、コピーできない資料もあります。

返すときは

●お返しになる資料をカウンターにお持ちください。（利用カードは不要です。）

●市内どこの図書館に返却することもできます。（CD・DVD・ビデオテープに

ついては貸出館へ返却してください。）ただし、他市の図書館へ返却するこ

とはできません。

●図書館が閉まっているときは、図書館玄関のブックポストへ入れてください。

ただし、CD・DVD・ビデオテープについては、ポストに返却できません。貸

出を受けた館のカウンターへ直接お返しください。

リクエスト（予約）

●調べたいことがある時や探している資料が見つからない時は、お気軽に職員

にお尋ねください。

●館内に探している資料が見つからない時は、リクエストカードに必要事項を

記入して職員にお渡しください。貸出しの準備ができ次第、電話等でご連絡

いたします。（ただし、CD・DVD・ビデオテープ・コミックは予約できません。）

石和図書館

開館時間 平日⋯⋯⋯⋯午前10時〜午後9時

土・日・祝日⋯午前 9時〜午後5時

休館日 ◆月曜日・祝日の翌日
◆年末年始　◆特別整理期間
◆年末年始�12月29日〜翌年1月4日

御坂図書館

開館時間 平日⋯⋯⋯⋯午前10時〜午後6時

土・日・祝日⋯午前 9時〜午後5時

休館日 ◆水曜日◆月末整理日・年末年始
◆特別整理期間
◆年末年始�12月28日〜翌年1月5日

一宮図書館

開館時間 平日（火・木）⋯⋯⋯午前9時30分〜午後7時

平日（水・金）土・日⋯午前9時30分〜午後5時

休館日 ◆月曜日・祝日◆月末整理日・年末年始
◆特別整理期間
◆年末年始�12月28日〜翌年1月4日

八代図書館

開館時間 平日⋯⋯午前9時30分〜午後5時

土・日⋯午前9時30分〜午後5時

休館日 ◆月曜日・祝日◆年末年始
◆特別整理期間
◆年末年始�12月28日〜翌年1月5日

境川図書室

開館時間 平日⋯⋯⋯⋯午前9時〜午後5時

土曜日⋯⋯⋯午前9時〜午後5時

休館日 ◆日曜日・祝日の翌日
◆年末年始　◆特別整理期間
◆年末年始12月28日〜翌年1月5日

春日居ふるさと図書館

開館時間 平日⋯⋯⋯⋯午前10時〜午後7時

土・日・祝日⋯午前10時〜午後5時

休館日 ◆月曜日・祝日の翌日
◆月末整理日・年末年始◆特別整理期間
◆年末年始�12月27日〜翌年1月5日

市内合計

笛吹市八代図書館

笛吹市境川図書室

笛吹市春日居ふるさと図書館

笛吹市石和図書館

笛吹市御坂図書館

笛吹市一宮図書館

笛吹市八代図書館

笛吹市境川図書室

笛吹市春日居ふるさと図書館

■

■

■

■

■

■

笛吹市石和図書館

笛吹市御坂図書館

笛吹市一宮図書館

笛吹市八代図書館

笛吹市境川図書室

笛吹市春日居ふるさと図書館

＊

＊

＊

＊

＊

＊

：

：

：

：

：

：

3日（月）・10日（月）・17日（月）・24日（月）

5日（水）・12日（水）・19日（水）・26日（水）・28日（金）

3日（月）・ 9日（日）はマラソン大会のため休館・10日（月）・17日（月）・24日（月）・28日（金）・29日（土）

3日（月）・10日（月）・17日（月）・24日（月）・28日（金）

2日（日）・ 9日（日）・16日（日）・23日（日）・29日（土）・30日（日）

3日（月）・10日（月）・17日（月）・24日（月）・28日（金）

4 月 の

図書館

休館日

※おはなし会などくわしくは各図書館のチラシをご覧ください。

※図書館のおはなし会は、子どもたちだけでなく、
敬老会・公民館・まつり・老人ホーム・デイサービ
ス施設・病院等に出向き、年配者の方々にもサー
ビスをさせていただいています。ご要望があれ
ば随時出前おはなし会を行っていますので、下
記にお問合せください

※個人的に朗読サービスをお受けになりたい方は、
ご相談ください。

■問合せ先　石和図書館　055-262-5959（担当�雨宮）

笛吹市石和図書館

●4月13日（木）・27日（木）午前11時〜11時30分� ●4月8日（土）午後1時30分から

●4月1日（土）午後2時から
　（毎週土曜日、随時おはなし会を予定しています）

●4月11日（火）・25日（火）午前10時30分から

●4月22日（土）午前10時30分から

●4月8日（土）午前10時30分から

●4月15日（土）午前10時30分から

●4月1日（土）・8日（土）・15日（土）・22日（土）・29日（土）
　午前の部11時〜11時30分�午後の部2時〜2時30分
　毎週土曜日2回開催

●4月6日（木）・20日（木）午前10時30分から

笛吹市御坂図書館

●4月11日（火）・25日（火）（第2・4火曜日）
　午前11時〜11時30分
（この日以外にも要望があれば本の読み聞かせ
をします）

おはなし会ぴょんぴょん（毎月第2・4火曜日）

笛吹市一宮図書館

●4月12日（水）
（あんよ）午前10時15分〜10時45分（1歳6カ月児〜3歳児）
（だっこ）午前11時〜11時30分（0歳児〜1歳5カ月児）

●4月16日（日）午後1時30分から

●4月8日（土）午後2時から3時30分
　定員:15人�申込締切:4月6日（木）�申込先:一宮図書館

●4月30日（日）午後2時から
　定員:15人�申込締切:4月26日（水）�申込先:一宮図書館

●4月2日（日）・23日（日）　午後2時から
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甲
府
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎
月

社
会
保
険
相
談
所
を
開
設
し
、
健
康
保

険
に
関
す
る
簡
単
な
事
務
処
理
や
相
談

業
務
、
ま
た
厚
生
年
金
保
険
並
び
に
国

民
年
金
に
関
す
る
各
種
相
談
や
受
付
を

行
い
、
事
業
主
や
被
保
険
者
の
方
々
に

便
宜
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
相
談
内
容

は
固
く
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
平
成
18
年
４
月
18
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
　
笛
吹
市
商
工
会
　
本
所

■
問
合
せ
先
　
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
５
５
―
２
５
２
―
１
４
３
１

　
今
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
、
聴
覚

障
害
者
に
関
わ
る
自
立
支
援
法
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
、
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
情
報
交
換
、
意
見
交
換
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
誰
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
18
年
４
月
15
日（
土
）

午
後
７
時
30
分
か
ら

■
場
所
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

担
当
　
宮
下
・
荻
野

☎
０
５
５
―
２
６
５
―
５
１
８
２

聴
覚
障
害
者
地
域
対
策
委
員

桐
原
（
自
宅
）

☎
０
５
５
３
―
４
７
―
３
５
５
７

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
入
っ
て
、
野
外

活
動
や
地
域
の
社
会
奉
仕
活
動
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
対
象
　
５
歳
〜
小
学
校
３
年
生

■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

代
表
　
古
屋
さ
ん
ま
で

☎
０
９
０
―
４
７
３
９
―
４
２
５
６

　
新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者
及
び
未
就
職

卒
業
者
の
県
内
就
職
と
、
県
内
企
業
の
人

材
確
保
を
支
援
す
る
た
め
２
０
０
７
や
ま

な
し
学
生
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

（
甲
府
会
場
）

平
成
18
年
４
月
21
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル

（
東
京
会
場
）

平
成
18
年
５
月
19
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

■
対
象
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
等
の
平
成

19
年
３
月
卒
業
予
定
者
及
び
平
成
18

年
３
月
未
就
職
卒
業
者
等

■
問
合
せ
先
　
県
労
政
雇
用
課

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
５
６
２

　
日
中
の
気
温
は
40
度
、
朝
晩
は
３
度
、

ア
フ
リ
カ
の
高
地
の
１
日
の
温
度
差
で

す
。
厳
し
い
自
然
の
中
、
ア
フ
リ
カ
の

人
々
に
と
っ
て
、
毛
布
は
寒
さ
を
し
の

ぐ
「
コ
ー
ト
」
や
「
じ
ゅ
う
た
ん
」
さ

ら
に
直
射
日
光
を
さ
え
ぎ
る
「
屋
根
」

に
も
な
り
ま
す
。

　
今
年
で
22
年
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動

に
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所
　
平
成
18
年
４
月
30
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
市
役
所
一
宮
支
所
　
駐
車
場

■
問
合
せ
先
　

　
毛
布
を
送
る
運
動
山
梨
　
事
務
局

☎
０
５
５
３
―
２
３
―
３
２
０
３

　
一
宮
地
区
連
絡
先
（
竹
下
）

☎
０
５
５
３
―
４
７
―
０
８
２
２

善
意
の
ご
寄
付

　
境
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
保
護
者
会

　
会
長
　
宮
川
　
明
史
　
様

（
境
川
町
藤
垈
）

　
金
丸
　
清
好
　
様

（
石
和
町
四
日
市
場
）

20歳以上26歳未満の者（22歳未満の者は
大卒（見込含））

専門の大卒（見込含）20歳以上30歳未満（
薬剤は26歳未満の者（薬学修士学位取得
者は28歳未満））

18歳以上34歳未満の者

18歳以上保有する技能に応じ53～55歳
未満の者

※金額は税抜き価格です。

◎問合せ先　甲府市寿町５－３飯島ビル　自衛隊山梨地方連絡部��甲府募集案内所　055-228-6427����

　　　　　　甲府市北新１－７－９　　　自衛隊山梨地方連絡部��本部　　　　　　055-253-1591㈹�

第1回
　平成18年4月中旬
第2回
　平成18年10月下旬

平成18年5月下旬幹部候補生

予備自衛官補

技能

一般

歯科・薬剤

一般・技術

第1回
　平成18年4月7日まで
第2回
　平成18年7月18日～
　平成18年10月13日

平成18年4月上旬～
5月上旬

募集種目 資　　格 願書受付期間 第1次試験

場　所 予定価格（円） 決定額（円） 決定業者 入札日

下水道管路清掃業務委託（御坂） 御坂町 5,500,000 4,400,000 平成18年2月8日㈲山梨環境サービス

八代町 7,350,000 5,880,000 〃㈲山梨環境サービス

境川町小山・前間田 4,300,000 4,100,000 〃森田測量㈱

平成17年度笛吹市下水道台帳作成業務 笛吹市 8,500,000 5,620,000 〃新日本航業㈱山梨支店

石和小林公園散策路改修工事 石和町市部 4,200,000 4,000,000 〃交通工業㈱

駐車場・駐輪場整備工事 春日居町別田 5,300,000 5,150,000 〃㈱岡工務所

近津用水植栽工事 石和町川中島 2,100,000 2,000,000 〃㈱アセラグリーン

笛吹市道Ⅱ-2号線（春日居）他舗装本復旧工事 春日居町桑戸・徳条 3,450,000 3,350,000 〃㈱日昇建設

笛吹市道境川21号線舗装工事 境川町大黒坂 3,850,000 3,750,000 〃丸吉工業㈲

笛吹市道八代404号線舗装工事 八代町南 4,000,000 3,800,000 〃日東建設㈱

笛吹市道321号線舗装工事（八代） 八代町高家 5,550,000 5,280,000 〃
㈱NIPPOコーポレーション
山梨営業所

笛吹市道境川117号線舗装工事 境川町小黒坂 7,850,000 7,500,000 〃中央舗道建設㈲

下岩下2工区配水管布設工事 春日居町下岩下 9,800,000 9,500,000 〃㈲佐野工業所

公共下水道工事に伴う四日市場地内配水管本復旧工事 石和町四日市場 4,350,000 4,250,000 〃㈲桃李

公共下水道工事に伴う向田地内配水管本復旧工事 石和町小石和（向田） 6,500,000 6,270,000 〃㈲杉山管工業

配水管布設・布設替管��網図整理業務委託（御坂町地内）御坂町 1,650,000 1,500,000 〃朝日航洋㈱

笛吹市下水道関連配水管布設替工事（八代地内）17-23工区 八代町高家 5,200,000 5,040,000 平成18年2月20日石原設備

石和東小学校地区児童館備品購入（PC関係） 石和町中川 1,300,000 884,000 平成18年2月22日㈱小林事務機

消防ホース購入 石和町市部　ほか 3,140,000 2,755,000 〃東八防災㈱

一宮町中央簡水配水管布設工事（4工区） 一宮町一ノ宮 3,050,000 2,940,000 〃㈲椚設備

下水道関連春日居中学校北配水管布設替工事 春日居町鎮目 4,100,000 3,950,000 〃㈲ツチヤ設備

笛吹市道八代6号線横断暗渠改修工事 八代町高家 2,200,0002,300,000 〃㈲相川工務店

準用河川成田川改修工事2-1工区 御坂町成田 4,700,0004,850,000 〃㈱地場工務店

かすがい西保育所日除けテント改修工事 春日居町熊野堂 1,380,0001,550,000 〃㈲住まいの高野

境川町水道台帳作成業務委託 境川町 1,350,0001,600,000 〃㈱写測　山梨支店

下水道管路清掃業務委託（春日居） 春日居町別田・鎮目 1,590,0001,600,000 〃㈲山梨環境サービス

特殊道路13号線照明灯工事 石和町松本 3,360,0003,500,000 〃㈲田中電気

特殊道路14号線照明灯工事 石和町松本 3,770,0003,930,000 〃㈱ふじでん�笛吹営業所

区画道路3号線（2工区）照明灯工事 石和町松本 7,125,0007,500,000 〃河野電機

下水道管路清掃業務委託（八代）

狐川歩道橋詳細設計業務委託

名　　称
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